
【解説】
　今回はまず問題文を理解するところから少し手間がかかったかも

しれません。今回のキーワードは「自己借地権」です。（新）借地

借家法で設けられた新しい概念で、（旧）借地法下では認められて

いなかった「地主であり借地権者である」という状態を指します。

それでは、一つ一つ解答に迫っていきましょう。

　①これは地主であり借家権者であるというパターンです。借家権

者が実質的に土地・建物を利用し、かつ土地の所有者であるという

ことから、B の借地権の存在意義が無いのでは？と思われますが、

借地権という財産は消えることはありません。もちろん B の借地権

は借地借家法の適用を受けることになります。

　②混同の法理に基づくと、原則的にひとつの債権に対して「貸主

であり借主である」という状態は不可能とされています。しかし、

それでは地主自身が借地のマンションを分譲する場合や、自身の土

地の上に建つ建物の区分所有を取得する際に、いろいろな不都合が

生じることになります。例えば、自己借地権が認められていない場

合には、地主が借地権付でマンション分譲を直接することはできま

せん。一度マンション業者へ借地権を譲渡し、これをマンション業

者が分譲するという方式をとらねばなりません。そこで、これらの

不都合を解消する為に自己借地権を認め、「他の者と共に借地権を

有する」場合に限り、自己の土地の上に自己の借地権を認めること

になりました。つまり、この場合は自己借地権創設の目的の通り、

借地借家法の適用を受ける借地権が存在することになります。

　残るは③④となりますが難しい選択肢ですね。正解は③となりま

す。これは「他の者と共に有する」状態になっていません。これは

借地借家法の概念から外れ、共有者間の土地利用の合意という形で

占有権原が存在する（出典：コンメンタール借地借家法　第二版　

p.108）という状況になります。よって、これは借地借家法の適用

を受けることはありません。借地権

ではなく占有権原の問題となりま

す。一方、④は他の者（C）と借地

権を準共有することになりますの

で、借地権の設定が可能となり、当

該借地権は借地借家法の適用を受け

ることになります。
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【問題】

借地権が存在できないのはどれ？
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三限目

①A の土地の上に B が建物を建

て、 その建物に A が住んでいる。

A

A AB AB

B A AC

②A の土地の上に借地で

建築された分譲マンションの

1 室を A が購入した。

③AB 共有名義の土地の上

に A名義の建物を建築した。

④AB 共有名義の土地の上に

AC 共有名義の建物を建築した。

A
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　少しづつ梅雨のシーズンが近づいてきました。梅雨でよく見かける「かたつむり」で

すが、ご存知のようにフランスでは「エスカルゴ」（高級種であるブルゴーニュ種）と

呼ばれ食用にされています。なぜかたつむりは食用にされていないのでしょうか？

　日本でもかたつむりは食用としていなかった訳ではないのですが、信仰の対象として

とらえられていました。祠にかたつむりの殻を奉納した地域もあり、そこから民間医療

に繋がっていったようです。喉や喘息の薬になると信じられ、殻を割って生食すること

も昭和時代まで一部で行われていたようです。しかし、かたつむりには寄生虫が多く、

生食すると感染する危険性が高く障害を残すことがあるので次第に衰退していきます。

　それに対し、エスカルゴは庶民的な料理として今なお親しまれています。起源は古代

ローマ時代までさかのぼります。なぜこの食文化が定着したかというと、エスカルゴは

葡萄の葉っぱを好んで食べていたためワイン農家にとっては

害虫に他なりませんでした。またカルシウム等の栄養価に優

れ貴重な食糧源に成り得ました。そのため害虫駆除と食糧確

保の一石二鳥の効果があり食習慣に根付いていったようです。

　因みに天然物は有害物質を食べている可能性があるので、

調理する前に 2週間程度絶食させるようです。

かたつむりはなぜ食べないの？


